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国際交流一私の経験から-

留学JE:や招耶外国人研究者をお世話することになるといつも､もう約35

年以上も昔の､私が大学院生として過こしたカナダ･トロント大学時代のこと

が脳裳をよぎるo京大で修士を終えてトロント大学動物学科の博士課程に

入学したのは1969年7)1のことである｡当時は1ドル360円の時代で､今の

ように格安航空券なとはなく､羽田-トロント間の片道逆矧ま17万円であったo

それから約4年牛後に京大助手に採用してもらったときの初任給の手取り

が7万円少したったと記憶しているので､貯金がセロだった学生にとって航

空TIAはずいぶん高かったo

トロント大学での私の指導教授は学部長で超多忙な人だったから直接

会って話が出来るのは月に2-3度､しかもせいぜい15分ずつぐらいが限度

だった｡その代わりに､当時その先生の弟子で今の日本のポストクに近い

1ecturerの人が親切に面倒を見てくれた｡空港まで迎えに来てくれ､その夜

はその人の両親宅で泊めてもらい､当血必箕な物は用13-してくれており､翌

日からはアパート探しからEj'い物まで､一段落するまでつきあってくれた｡今､

逆の~､2二場になって､京大に来られる外国人をお世話するのはそれなりに人

変で､ときにはかなり負担に感じることがあるo Lかし､その度に､初めて外国

に出た私ともを親身にお世話いただいたその方には頭の下がる思いになる｡

当時､私の専門である生態学や昆虫学の分野において京大はカナタ千
アメリカに決して引けをとらない水準にあった｡従って留学するといっても非

常にE]新しいことを学ぶわけではなかった｡振り返って､留学したことで得た

物は必ずしも専門分野に閲するものとは限らない｡敢えていうなら､異文化と

それほど苦労せずにつきあえる手段と心構えが身についたということだろう｡

それは私のその後の人生でずいぶん大きな財産となっている｡

京大に来られる外国人研究者が不平に感じることは､講義や日常的な生

活の中で学生の反応がつかめないことにあるようだ｡このようなつきあい下

手はなにも学生に限ったことではないと思うし､そういう印象は椛々日本人教

員が日常的に感じるものでもあり､必ずしも英語の問題だけに起因するもの

でもないoただ､ ｢国際化｣ということが今､教育∴研究上の重要なキーワード

であるはずなのに､今の若者(学制こ限らず)の一部はある恋味で国際性を

身につける意欲に欠けているのではないかと思われるoたしかに､ ･昔前と

異なり､お金を出してもらって国際研究集会には多くの若者が参加するし､

L玉】際誌に投稿する若い人達は我々の頃と比べて格段に増えているはずで

ある｡数年前に私の研究室にいた院生の一人が初めて書いた論文を見て､

彼のすくれた英語力には舌を巻いた経験があるoまた､在学中にはそぶりも

見せなかったが､海外経験が全くないのに彼の話す英語も　一流であること

を後で知ったoセンスに潜まれていただけでなく､どこかで努力していたはず

であろう｡しかしこういう学生はむしろ異例ではないかと思う｡私は､今の若

者が桓】際的センスを持つものと持たないものの両極端に分化し､後者のほ

うがはるかに多いのではと思っている｡なぜ､国際性に関心を示さない人が

この時代に多いのだろうかoおそらく日常的にその必要性を感じる樺会が

少ないことも　一閃だと思うoアノプルパソコンが出始めた頃のバージョンは英

語衷′Jくであった｡だからpasle, edltなどの用語を誰でも自然に身につけたが､

今ではすべて日本語L衣不であるo Newsweekやスポーツ､芸術などのジャー

ナルでも日本語訳がILJ.ている｡外国の映画でも上手に日本語をしゃべってく

れるo国際空港のショノブでもEl本譜ですむことが多いo私はカナダに4年半

いて､iftFく英.RTfはなんとかなる程度になったが､家ではE]本譜を話していた

ので話す英語はあまりうまくはならなかった｡ 50歳になってから国際学会の

評議13になったとき､利害の絡む試論では私の英語ではだめだと痛感し､し

ばらくNOVAに通ったことがある｡あまり進歩しなかったが努力はした｡

｢同家の品格｣の著者である藤原正彦氏は海外経験の長い人にありが

高　藤　晃　雄

Jl,ui-学研究科教授

地域環境科学専攻

ちな愛国主菜に傾倒した人であるDその著杏の巾で､微は､国際人になるた

めには国語をしっかり学ぶことであり､表現する手段よ鴨表現の内容をrrlliめ

ることの方が大串であるから下手に小学校から英語を教えることは日本を滅

ぼすことになりかねないと主張している｡彼はまた､例えばイギリス人には人

を試すところがあり､教養がないとわかるとビジネスにも加われないといってい

るoこうIGわれてみると､私がトロント大J;I:に入って数日後に､いきなりある人

からいくつもの質問を受けたことを思い汁け. ｢11本には何万トン以上の船

は何隻あるか｣ ､ ｢俳句の神髄はなんそや｣なとである｡まるで答えられなか

ったこともあったに違いないが､彼はその後､親切につきあって世話をしてく

れたので娘低限のことだけはパスしたのだろう｡藤原氏は､昔の日本人が英

.一語をしゃべれなくても欧米の人たちは｢この人はとこかになにか奥深いもの

を持っているに違いない｣と思ってくれたが､も之近の若者は､英語はぺらぺら

しゃべるが内容がないから中身が空っぽであることがばれてしまうとi-iつて

いるo

藤原氏の言うことには学ぶべきところがたくさんあり､鋭い指摘が多い｡し

かし､彼自身は海外経験が長くて英語にはなんの苦労しない人であり､そう

いう人が言うことを閑際経験に乏しい人がまともに受けてしまうとえらい臼に

遭うに違いないし､藤原氏の意図するものとは異なる変な国粋主義に陥っ

てしまう｡たしかに話す内容は大事たけれとも､話す手段を欠くとこれまた受

け入れてくれない時代である｡私は彼の主張を読んだとき､本学の教務委

員会で大学院入試の英語にTOEFLやTOEICを採用しようという提案があ

るたびに賛否両論が出ていつも提案がつぶれ､英語が専門でもない教Li

が未だに苦労して問題を作成､採点している現状を思い出したo反対意見

の論拠は､この英語の試験では単に英語力を試しているのではなく､論理

力や専門性も総合的に試しているということにある｡その通りかもしれないと

思うが､それは専門試験で問えばよいのであって､英語の試験では英語力

を試すのが本筋だろうと私は思っている｡TOEFLは英語能力を客観的に正

確に評価してくれるし､それに対して準備することは単に実務英語に限らず

東の英語力の向上に大いに役立つと思うo

さて､話が飛んでしまったが､本学が国際的になってきたかどうかという問

いかけには､なってきていると答えたい｡しかしゆっくりと｡農学研究科の建

物に英語表示ができたのはこくも之近であり､京都の地下鉄や市バスで英語

のアナウンスメントが始まったときよりもかなり遅れている｡こういうことはつまら

ないことと軽蔑すべきではない｡ Ll本譜が良くわからないものにとって英語表

示は大切であるoカナタやアメリカの大学院では入学式や入学試験などと
いうものはなく､またガイダンスなどは全くないo大学院生になるのは指導教授

タイ北高地におけるイチコ栽培(筆者左端)



との個人契約的な面があるから､どういう講義をどのくらいとるかは殺初

に指導教授やアドバイザーなどとの面談で決められる｡一般的なことにつ

いてはいわゆる便覧に書かれてあり､学生は自分の責任でそれを読んで

対応しなければならない｡だから便覧は学生にとってバイブルであり､正

確かつわかりやすく書かれていなければならない｡ 10数年前に農学研

究科の英文便覧の編集を依頼されたことがある｡このとき､農学研究料

は大学院大学として部分的に発足したばかりで誰もシステムそのものをき

ちんと理解していなかった｡だからそれまでの便覧の原稿は英語だけで

なく､日本語でもほとんど役に立たず､ほぼ全面的に番き変えなければなら

なかったoこのとき私がまとめた原満は英文校閲に出すべきものであり､

当然､学部の安住と出費でやってくれるものと思っていたら､当時の学部

長にそんなことはおまえがやれと言われてしまった｡わずか10年前にはそ

の程度の認識しかなかったのだと思う｡

今では国際交流室もでき､ずいぶんと動きが良くなってきた｡しかし､日

常的に外国人研究者や留学生の面倒は個々の担当教員が穿任を負わ

なければならない｡日本語という特殊な言語をもつ我々がグローバル化に

対応するには宿命的なハンディを背負っている｡しかしやるからには国は

もっと予算をつぎ込む必要がある｡私は留学中､トロント大学のオープンフ

ェローシップをいただいた｡しかしそれだけでは生活費の2/3ぐらいしか

まかなえなかったので､あとは毎年､ティーチングアシスタント(TA)を2コマ

ずつやった｡留学生も含めほぼすべての院生がTAをやっていたし､それ

は大学院生にとってしんどくても生活する上で不可欠であり､また貴重な

経験にもなった｡実験の材料や教材はすべて提供されたが､実験指導i

採点などは院生にすべて任されていた｡英語が下手な日本人だからとい

って講義でもTAでも決して特別扱いはしてくれなかった｡しかしなんとか

期待に添うように懸命に努力し､またそれに見合うお金はいただいた｡今､

日本の大学がやっているTAは北米のシステムを真似た形ばかりのものに

すぎない｡これでは教月にとっても楽にはならないし､院生にとってもあまり

飯の種にも経験にもならない｡また､日本人学生への奨学金の支給は減

少傾向にある｡ちなみに北米では返還を伴う奨学金はschola∫shipとはよ

ばない｡それはloamである｡文科省の留学生に対する奨学金などはずい

ぶん長い間改善されていないが､それなりに恵まれたものではあるo客員

教授のサラリーは破格によい｡われわれは､留学生や客員教授などの方々

を温かく迎え､親切にお世話するとともに､同時に彼らを甘やかすことなく,

それに見合う学業や研究･教育の実施を求めなければならない｡そうす

ることによってはじめて身のある国際交流ができると考える｡

交流の歩み(37)

YAPAN

JotLathaJI B. Laronne

GtleSt Professor

(Ben Gurion Uni:,ear:ity of the "egev)

Japan is pronounced rYapan'in Hebrew, dle 3,000 year Jewish lan-

guage of Israel,斤om where I came to join the Laboratory of Erosion

Control wldl Professor Takal1isa MIZuyama.Altogether 12 months ln

your country fLlled wlth unforgettable experiences: the Incomparable

gracefulness and courtesy, the endless respect for the other - be he or
she older or younger, the exquisiteand tasteful handworkand adsけy,

the umiValed good manners, most speci丘Cally where也ey dealwith hu-

man tjves - onthe road while driving, and the delicate fbodflavors -

these and more have not only been the fLrStand strongest Impressions ln

Japan, but they havealready affected on usand our oudook on life

Fluvialgeomorphology andrivers, their Tlature and stablllty, is my

professlOn. It lS rooted between geology and physICal geography, cIVil,

agncultural as wed as forest englneering･ Kyotols vlbraJlt Japanese cul-

ture engulfdthe research and teaching al Kyoto University: be it dle

many ln丘nltely delicate and culture-bathed gardens of shnnes faclngthe

lwi]d'mountalnS, 1tS PledlOra Of old-tlme houslng and narrow, canal-

Iined streets and its overwhelmingly large number of restaurants servlng

Japanese bod to its nob一est, all internationally acknowledged Living

above Kyotomidway up to Mt Hiei ln the small village of Hieidalra, We

enjoyedthe quiehess of home arLd the promitytothe Facultyof Agri-
Cultt)re and to Kyoto at large. LIVing in the home of MichikoISan and

Prof MinoruFuj血, who were fLrSt tO bestow upon us Japanese hospltal-

ity, the life inthe tranquility of the mountAmair, Cooler than Kyoto in
suJTmer though stlll colder aT)d snowler in wlnter, httle-Hieidalra Was

big ln SUrPnSeS･ finding丘lendshlp not Onlywiththe Fujitas, butalso

withAri& Mariko Ide as well as other families, whoallowed us to deep

into Japanese hfe.

Upon amvalMIChiko Fukuda h)m the lab came to greet us at KaJISal;

she helped at every instance as didAssistant Professor･ Katsuko Morita

and Associate Professor Miki Akamatsufromthe htemational OfBce of

Kyoto UTliversity･ This office conducted trips to traditionalthatched

roofs, encounteriJlg the manualpounding of soba,visitlng a Japanesein-

dusけy wlth the world-renown automat10n and monthly prepanng nat10n-

alfoods with intemationalstudents.

Fnendly,almost human-like contact lS not Only madewithpeople but

also widl Tlature. Undeぬking research-related丘eld tnps to a diverse nv-

enne landscape of Japan, hosting was done by Professor Mizuyama and

staff from the Minisby of hnd, In丘astructure aTld Transpozt. I was priV-

lleged to g礼n neW糾ends - Japanese nvers: the Abe, Osawa, Yotagln,

Joganzi (and Hitotsu-tani), Nishi-takiga-tanj (and SumlyOShl), Hlrudani

and sooTl the Uon0-gawa. More interesting research-wise and suZpnslng-

ly active is theAshi-arai-1an1, located ln PrOmityto dle HLrudani and
bodl under the modern monltOrlng Capabi】itleS Of the Kyoto UniversltyrS

Disaster Prevention Research hsdtu(e in the Hodaka MountBunS. Walk-

lngtheAshi-afal-tarn, PedTecting the acoustic hydrophone pnncIPle wlth

the superb team of Mr. MichlnObu Nonakaand professors Toyoakl Sa-

wada, Yoshifuml Satofuka and mainly Takahisa Mizuyama, wasthe cu]-

mination of the expenmentation, not the least the cllmb to the Yake Dake

vo】canoe.

It wasthe professors who opened new avenues of research, thereby

providlngthe llClng On the caker: Professor Masah-l Fujita onthe role of
riverbed packing, Professor Ken Kosugl On forest bydrology, Professor

YoshifumiSato鮎ka on debriS flow mechanics, and Professor Toyoaki

Sawada and his vast knowledge of and hospitality to the Hodaka Moun-

talnS. Professor Takahisa Mizuyama and 1 began our contact more than a

decade ago af(er having metinOs]o al a conference･ It was wlth hlm and

hisinValuable tlme that I toured a large number of sites throughout Japan

to become acqualnted withSABO techrlology and speciBcaljy with our

mutualinterest to developthe Japanese acot)stic pnnciple to monjtorriV-

er bedload. He Ink-oduced me to coueagues at conferences, meetlngS and

丘eld tnps, arranging a vanetyof academic activities, including the par-

ticlpadon in f)ume experlmentS in Tsuknba and presentatlOn Of joint re-

search results at an intemationalconference ln EuJ:OPe and at a national

Conference. The perfectlng Of thlS mOnitorlng technique is essentialnot

only in Japan, where very large fluxes of sediment Cause nVerS tO deposlt

their load, raising也e elevadon of their beds andthereby causlng daJlgeト

Ous nooding. hdeed, the Japanese acoustic rnonjtonng system is but one

of severalpresently being developed, but due lo its simplicity, accuracy

and modest pnce may becomethe most prevalent bed]oad monitonng

looJ worldwide.

Thank you TakahlSa Mizuyama and all others for the pleasure to have

taken part in research, teaching, meetings aJld havlng had the opporhnlty

to appreclate marVelot)s Japan. Hebrew is an old-new language and the

term l'shalom'1 has many meanlngS: lt lS good bye, which I now say to

you, but ltalso means Konichiwa, withthe possibilltyof retumlng tO

your coun叫for addltionalprymg Into the monitoring of bedload･ Rele-

vantly to these troubledtimes in ourglobe aJld in the Mlddle East, in the

Arab neighboriJlg COuntries and ln Israel we respectlVely say: maypeace

bewithyou rlsalaam'r and 'rshaloml'･

Photo taken during the

field lnp to the Abe
R]ver; from left: ProfesI

sor TakahlSa MIZuya-
ma, Miss Miwa Yama-

guchJ, Jonathan and
Cecilla Laronne at the

Infamous tea plantat10rlS

above Shizuoka.



留学生の眼(26)

My small dream in my smau heart

Hag lbrahim, Ra5hid lsmael

( DIVisi:ep:utbd:gcVegfhOE?oesgnu;ddwSci ence )
Around 30 years ago, it was the first time for me to hear the

name Japan! I was an elementary school student･ Then the name

turned so familiar due to many reasons; thewide and sudden

spread of stereo-taperecordersand radios from Nationaland Tosh-

iba,then Toyota and Nissan cars !

A few years later I was taught about the WWII; World War II,
and how theAmericans used, for the flrSt and may not be the last
time, the Atomic bombs in the war and they dropped one in 6th of

August at Hiroshlma leaving nothing buHhe ash of the city and

140,(X氾dead, while the other was dropped three days later on 9th

of Aug of 1945 at Nagasaki with the same result arld 70,000 dead･

Those few words by my teacher remained unforgettableinmy

TTundall those years. I have never dreamed of vISltlng Japan, due

to the far distance between my Sudanarld Japan Eventhough,

there was a small dream and deep ln my Small heart; ifI have got a

chance to go to Japan,山e first血1mg I wlll do is to visit也ese two

cities and see how cruelthe humans could be, and to see also the

other face of science, which we experiencealmost everyday as

wars ln Afhca, butthe bnght face of sclenCe for us, AfriCanwas
more than good as fights against dlSeaSeS, more Crops tO feed and
fightthe hungerand poverty ofpeOple and changlng llfe to better

conditj ons.

From tlme tO tlme the news used to come outwiththis annua)

memonal of the Atomic bombs of Hiroshlma and Nagasaki, which

kepHhe blood streamrun in my small dreamthat settled deep ln

my heart

Then life has char)Bed dramatically after spendingthree years

out of school and dolng hard hand-works. Then go back to school

with much more eager to study and continue throughuniversltyto
the graduate schooIL During my studies in the graduate schooland

through the newly Introduced and less trusted intemet, my applica-

tion for a short course in the ICGEB was accepted, but I had to

support myfllght, which was a big task･ Finally I dld it withthe

help of丘iends. That was to meetthe Professor from Japan, Profes-

sor MasahlrO Suglura tO Whom I send my sincere gratitude, as one

of the lecturers during the course and we had some time to talk

abollt SCience interests.

AHhat time my dream has grown a little bit big; due tothe hope

someday I might be able to visit Japan Two years later I had a nor-

mal mall contact wi山him山at lead to my appllCation for Mom-

bosho at the Japanese Embassy in Sudan withthe help of Professor

Jun-Ichi Azuma and Dr. Masalliro Sakamoto, to both I deeply Ln-

depted. My dream had really grown fast as if just a chi】d transfer-

ring from childhood to adulthood! Then the day had comer

I came to Japan and declded to make my dream come true; to

vISlt HlrOShlma and Nagasakl and I did in two successive yearsI

What I have seen there was much more than my bralnS､ small ca-

pacitydunng the first lesson I had when I was a child and much
more that) what I have readthroughmy studies and reads about
Hiroshima and Nagasaki.

The twotimes I had spent in the Museums of the Atomic bombs

were Just like living the same moments again, Which wlll never be

the same feellngS, but the deep sorrows I had andthe tears kept

cornlng downthat I didn't rea】ize unti一 I was out of the museum

To tel一 what I have seen山ere is Just a nonsense repeat, but what

I have felt, words can never descnbe,

Just last week, I did remember my small dreamthat was in my

small heart, butthlS tlme, it was not small atal1, it was a real, and

my heart was full of sadness. The images I have seen ln the Mu-

seums of the Atomic bombs as a very small symbols of what had

happened 62 years ago wlll remain forever in my mind, as a symbo一

0fhow science and hurrlanS COuld be so cruel,

I wished lfboth cities were kept as they were, to givethe easy

forgettlng humans a big lesson about their cruelty･

◆特別講演会◆
2007年9月12日(求) 14:00-16:30

Dr.Andrzej W. Lipkowski (ポーランド科学院医学研究所･教授)
"AntimicrobialPeptides and theirAnalogues

-New Hope for Medicines?ll

Dr. MalcoIJn Fitz-Earle (キヤビラノ大学･名誉教授)
llMimimiZing Conflicts between Bears, Other Wildlife aJld

HumaJIS h AgnculturalEnvironmentsTT

2007年10月11日(木) 10:30-12:00

Dr. Vilas M. SaJokJIe (アジア工科大学･教授)
'lCurrent Sibation of AgriculturalEngineering Researchand

DevelopmentinSelectedAsian Countries"

◆外国人客員教授◆　　平成19年4月～平成20年3月､外国人客員教授として下記の6名の先生方を招蒋しています｡

氏　名: chandJTaSekeraMudiyaJueI喝eMaddtLnatlaJl血ra (ス])ランカ)

招碑期間:平成19年4月1日-平成20年3月31日

所属･職:スリランかベラデニヤ大学･主任教授

研究題目:持続的地域発展のための熱帯農業地理学研究

受入教員:地域環境科学専攻･比較農業論分野･遠藤　隆教授(兼担)

氏　　名: Malcolm Fitz-Earle (カナダ)

招碑期間:平成19年7月1日～平成19年9月30日

所属･職:キヤビラノ大学･名誉数授

研究題目:数理モデルによる野生動物および害虫管理の解析

受入教員:地域環境科学専攻.生態情報開発学分野.高藤晃雄教授

氏　　名: Andr2ej W. Lipkowski (ポーランド)

招碑期間:平成19年7月1日～平成19年9月30日

所属･職:ポーランド科学院医学研究所･教授

研究題目:食品成分の新しい生理作用

受入教員:食品生物科学専攻･食品生理機能学分野･吉川正明教授

氏　　名: vihsM. SaJokhe (インド)

招碑期間:

所属･職:

研究題目:

受入教員:

氏　　名:

招碑期間:

所属･戦:

研究蓬日:

受入教員:

氏　　名:

招碑期間:

所属･磯:

研究題目:

受入教員:

平成19年7月2日～平成19年12月28日

アジア工科大学･教授

土壌付着防止のためのバイオミメティクスに基づく作業横の表面特性変更に関する研究

地域環境科学専攻･農業システム工学分野･中嶋　洋准教授

ZaJdAmwar Siddiqui (インド)

平成19年10月1日～平成20年9月30日

アリガルフマスリム大学･助教授

ナラ･カシ類とマツ類の成長と萎凋病に及ぼす菌敢菌と植物成長促進祝園細菌の影響

地域環境科学専攻.微生物環境制御学分野･二井-禎教授

ravel BarstLkoy (ロシア)

平成19年10月1日-平成20年9月30日

ロシア科学アカデミー･主任研究員

ユーラシア寒冷地域における土壌有機物動感の解析

地域環境科学専攻･土壌学分野･小崎　隆教授



農学部国際交流推進後援会の会員加入について

平成19年の会員加入のお願いを7月に御案内いたしました｡本年も学内

および学外の多くの方々(8月末日現在で126名､2団体)からご賛同をい

ただいておりますが､会員は年々減少しております｡引き続き随時受け付け

ておiはすので､よろしくお願い申し上げますo

私費外国人留学生の大学院修士課程入試の結果
8月21日-23日にかけて､平成20年度大学院修士課程入試が実施され

ました｡その結果､応用生命科学専攻1名(中国) ､地域環境科学専攻1

令(中国)の方々が私費外国人留学生として合格されました｡

短期留学推進制度
ii':成19年度の短期留学推進制度(派避)にはl心妹者がありませんでしたC

新入留学生オリエンテーション&歓迎パーティー
19名の新入留学生を迎え､4月6日(金) Ff後4時-5時､国際交流室にお

いてオT)エンテ-ションを行いましたoその後､生協カフェデ)7 "はくと"に

おいて､奥付研究科益､遠藤副研究科良､伏木副研究科長､純田国際交

JJTL委員をはじめ多数の致L一､職n､在学中の留学生などの出掛二より歓

迎パーティーを開催しましたo総数80名余りの参加者があり､新入留学生

の円己紹介などrI61しい交流会となりました｡

バス一日研修

農学部のスクールハスで年に2担1春と秋にバス一日研修を行っています｡

今年度春は5月17円(木)に､京都府綾部市にあるグンゼ(樵)博物苑･記

念館､花伝院(梅干しの製造) ､本EE]味噌(秩)に行きましたo客f呈教授1名,

招牌教授1名,留学生16名が参加し､新緑を眺めながらの楽しいバス研

修でした｡円本の伝統食である梅干しや味噌の製造過程を興味深く見学

し､多くのJ;.LW5]がありました｡

サッカー&バーベキュー大会

恒例のサノカー&ハ-へキュー大会も第6回日を迎え､今年度は6月30日(土)

に行いました｡今回は農学部グラウンドを全面使用して､一度に2ゲームを

行うことができました｡梅田教授､小林准教授､木下助教授の指揮の元で

午後1時-4時30分まで存分に汗を流し､ゲームを楽しみました｡今年は

特に例年以上の多数の参加者があり､留学生の希望どおり国別対抗を

行う事ができましたo梅雨の萩中にもかかわらず晴天に恵まれ､サノカ-級

のハ-ベキュー大会も大いに盛り上がり､良い交流会になりました｡ご協力

いただきました方々に厚く御礼申し上げます｡

新しい国際交流室担当教員

｢三宅　武　准教授｣のプロフィール

平成19年4月1日付で､本学農学研究科

応用生物科学専攻から三宅武氏(写真)が､

国際交流室担当准教授として若任されました｡

三宅氏の御専門は統計迫伝学で､統計

迫伝学的解析法に基づいてさまざまな家畜

の遺伝的多様性を明らかにし､有用な遺伝

資源を発見･保存･活用していく研究を進めておられます｡また､今午

度から､学部生の情報処理教育を御担当されています｡スイスに長

期間留学しておられましたので､国際感覚を身につけておられるとと

もに､英語もご堪能で､ワインがお好きです｡国際交流室の活動にも

横極的に取り組んで下さっています.御本人の言葉を以下に御紹介

いたします｡

｢国際交流室業務のお手伝いをさせていただけることになりました｡

国際交流についてしっかり学んでゆきたいと思います｡どうぞよろしく

お願い申し上げます｡ ｣

同氏の今後の御活躍を大いに期待いたします｡

赤松美紀　農学部国際交流室･准教授

見学旅行
7月26E] (水ト28El (土)のEl程で､徳島県(大塚化学栽培研究センタ-他) ､

香川県(金刀比羅宮他)を訪問､見学しましたo参加者は留学生15名､口

本人引率学生2名､引率教員3名でしたo今年初めて全行程を貸し切i)
ハスとしましたo lE]EIの大塚化学栽培研究センターでは､ロノクウールを用

いた新しい栽培方法によるトマトや花の栽培を見学しましたが､留学生逆

は熱心に沢山の質問をしていました02HE]は､金刀比羅宮へ785段の階

段を上って本宮に参拝oまた､現存するH本殺古の歌舞伎小屋(金丸塵)

を見学し､築城400年を誇る丸亀城では､美しい石垣を眺め､天守閣に登

り板戸内海の景観を楽しみました0 3日日は､伝統的な日本庭園である栗

林公園を散策後､瀬戸大橋を渡って帰京しました｡梅雨明け直後のuLu三

に恵まれ､留学生達は､大いに日本の文化を学び楽しむとともに､大勢の友

達と沢山の思い出を作ることができました｡

世界の料理講習会

第22担川｣匝】新弓豊料理　4月24日(火)

講師: Gullnuer MalmalI】さん(生物資源経済学D3)

第23回韓国料理　5月29日(火)

講師:趨　fdf棋　先1-_(Yli哨研究者)

第24回アルゼンチン料理　6Jj17日(金)

講師: perez Goodwyn, Pablo博士(学術振興会研究員)

大塚化学栽培研究センター

バーベキュー大会

◆日本語教室の先生交代･日時･場所変更
これまで日本語教室で留学生に日本語を数えていただいた福本和代先

生が3月で退職されました｡福本先生､長い間本当にありがとうこざいました｡

4月から福本先生に代わってE]本譜教室の先生として､渡部真理先生に新

しく来ていただいていますo各クラスの日時･場所も下記のように変わりましたo

･上級クラス　毎週火曜日13ニ00-16:00

･中級クラス　毎週水曜日13:00114:30

1初級クラス　毎週水曜日14:45-16:15(W-502講義室またはj-Pod')

◆プレカウンセリング室のスタッフ交代･日時･場所変更

農学部国際交流室では､留学生が孤独感､研究上のプレノシヤーなど

を解放できる場としてプレカウン七T)ング室を開設していますが､4月から下

記の通りになりましたo日本語教室の渡部真理先生が待機しておられますo

･毎週火曜日10:00-12:00 (W-502講義室またはJ'-Pod ')

*間伐材を用いた新工法のモテルハウス(旧演習林事務棟横)

発行所　京都市左京区北白川追分町
京都大学農学部国際交流室
箱詰(075) 753-6320,6298 e-mall fsao@kalS.kyoto-u.ac.Jp

印刷所　京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町98-2戸田ビル3F

有限会社ティーエスビー

電話(075) 706-6270


